
3　　　凡　 例

凡
　
　
例

一
　
本
書
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
後
拾
遺
和
歌
集
』（
久
保
田
淳
・
平
田
喜
信
校
注
、
岩
波
書
店
、

一
九
九
四
年
。
以
下
、「
新
大
系
版
」
と
略
記
）に
基
づ
き
、
注
な
ど
を
改
編
し
て
文
庫
化
し
た
。

二
　
底
本
に
は
、
新
大
系
版
と
同
じ
く
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
後
拾
遺
和
歌
抄
』（
四
〇
五
／
八
七
）を

用
い
た
。

三
　
本
文
の
校
訂
は
、
底
本
の
明
ら
か
な
誤
写
、
誤
脱
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
限
っ
た
。
ま
た
、
慣
習

と
し
て
「
の
」
を
省
い
て
い
る
も
の
を
補
っ
た
。
他
本
に
よ
っ
て
補
入
す
る
場
合
に
は〔
　
〕、
校
注

者
の
意
に
よ
っ
て
補
入
す
る
場
合
に
は（
　
）を
付
し
た
。
そ
の
場
合
、
校
訂
に
用
い
た
左
記
の
諸
本

お
よ
び
底
本
の
も
と
の
形
を
注
に
記
し
た
。

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書（
冷
泉
本
）／
陽
明
文
庫
蔵
伝
為
家
卿
筆
本（
陽
明
為
本
）／
陽
明
文
庫
蔵
甲
八

代
集
本（
陽
明
甲
本
）／
陽
明
文
庫
蔵
乙
八
代
集
本（
陽
明
乙
本
）／
太
山
寺
蔵
本（
太
山
寺
本
）／
正

保
四
年（
一
六
四
七
）刊
二
十
一
代
集
本（
正
保
版
本
）／
北
村
季
吟
八
代
集
抄
本（
八
代
集
抄
本
）／

安
政
五
年（
一
八
五
八
）刊
本（
安
政
版
本
）

四
　
本
文
の
翻
刻
は
左
の
方
針
に
拠
っ
た
。
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1
字
体
は
、
仮
名
・
漢
字
と
も
に
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

2
仮
名
遣
い
は
底
本
の
ま
ま
と
し
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
と
異
な
る
場
合
に
は
、
歴
史
的
仮
名
遣

い
を（
　
）に
い
れ
て
右
側
に
傍
記
し
た
。

3
底
本
の
仮
名
に
は
清
濁
の
区
別
が
な
い
が
、
校
注
者
の
見
解
に
よ
っ
て
、
適
宜
、
濁
点
を
施

し
た
。

4
仮
名
に
は
、
適
宜
、
漢
字
を
当
て
て
読
解
の
便
を
は
か
っ
た
が
、
そ
の
場
合
、
も
と
の
仮
名

を
振
り
仮
名
の
形
で
残
し
た
。

5
反
復
記
号
「
ゝ
」「
〻
」「
〳
〵
」
は
、
原
則
と
し
て
底
本
の
ま
ま
と
し
た
。
た
だ
し
、
品
詞

を
異
に
す
る
場
合
と
、
漢
字
を
当
て
た
た
め
に
送
り
仮
名
扱
い
と
し
た
場
合
は
、
仮
名
に
改
め
、

反
復
記
号
を
振
り
仮
名
の
位
置
に
残
し
た
。

6
難
読
漢
字
や
新
た
に
振
り
仮
名
を
付
し
た
人
名
に
つ
い
て
は
、（
　
）に
い
れ
て
歴
史
的
仮
名

遣
い
で
読
み
を
記
し
た
。
底
本
に
あ
る
振
り
仮
名
は〈
　
〉で
括
っ
た
。

7
序
や
詞
書
に
は
、
適
宜
、
句
読
点
を
施
し
、
詞
書
の
漢
文
体
の
箇
所
に
は
訓
点
を
施
し
た
。

8
底
本
に
は
各
巻
の
歌
数
、
出
典
そ
の
他
の
書
入
れ
、
歌
の
主
題
や
歌
材
を
朱
書
し
た
頭
書
が

存
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
翻
刻
の
対
象
外
と
し
た
。

五
　
本
文
の
歌
番
号
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
に
従
っ
た
。
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六
　
和
歌
の
注
は
、
大
意
、
出
典（
出
典
と
な
っ
た
可
能
性
の
あ
る
諸
資
料
）、
語
釈（
○
）、
参
考
事
項

（
▽
）の
順
に
掲
げ
た
。
語
釈
に
引
用
し
た
底
本
・
校
合
本
、
参
考
と
な
る
和
歌
本
文
で
用
い
た〈
　
〉

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
に
付
さ
れ
た
異
文
そ
の
他
の
傍
書
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
人
名
の
解
説
は
、
概

ね
巻
末
の
人
名
索
引
に
譲
っ
た
。

七
　
新
大
系
版
で
は
、
本
文
お
よ
び
注
は
、
巻
一
─
十
を
平
田
喜
信
が
、
序
・
巻
十
一
─
二
十
を
久
保

田
淳
が
そ
れ
ぞ
れ
分
担
執
筆
し
た
。
そ
の
際
、
武
田
早
苗
・
船
崎
多
恵
子
の
両
氏
が
先
行
注
と
の
対

照
作
業
に
当
た
ら
れ
た
。
今
回
の
文
庫
化
に
あ
た
り
、
巻
一
─
二
十
の
全
て
の
注
の
改
訂
・
整
理
を
、

久
保
田
が
担
当
し
た
。

八
　
新
大
系
版
で
は
、
近
藤
み
ゆ
き
・
武
田
早
苗
・
松
本
真
奈
美
・
安
村
史
子
の
諸
氏
が
作
成
さ
れ
た

人
名
索
引
・
地
名
索
引
を
付
し
た
が
、
今
回
は
容
量
の
関
係
で
地
名
索
引
は
割
愛
し
た
。
人
名
索
引

は
、
作
者
や
詞
書
・
左
注
の
人
物
の
簡
単
な
略
歴
を
記
し
、
歌
番
号
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
今
回

の
文
庫
化
に
あ
た
り
、
久
保
田
が
改
訂
・
整
理
を
し
た
。

九
　
新
大
系
版
に
も
掲
載
し
た
底
本
に
は
な
い
歌
を
本
書
に
も
「『
後
拾
遺
和
歌
集
』
異
本
歌
」
と
し

て
収
め
た
。

十
　
新
大
系
版
に
も
付
録
と
し
て
本
文
の
み
を
掲
げ
た
「
後
拾
遺
和
歌
抄
目
録
序
」
は
、
今
回
は
堀
川

貴
司
氏
が
新
た
に
校
訂
・
訓
読
さ
れ
た
本
文
と
訓
読
文
を
収
め
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。
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後
拾
遺
和
歌
抄
序

　

わ
が
君き
み

天あ
め

の
下し
た

し
ろ
し
め
し
て
よ
り
こ
の
か
た
、
四よ
つ

の
海う
み

波な
み

の
声こ
ゑ
き聞

こ
え
ず
、
九こ
ゝ
の
つの

国く
に

貢み
つ

き

物も
の
た絶

ゆ
る
こ
と
な
し
。
お
ほ
よ
そ
、
日
の
う
ち
に
よ
ろ
づ
の
こ
と
わ
ざ
多お
ほ

か
る
中な
か

に
、
花は
な

の
春は
る

、
月

の
秋あ
き

、
折を
り

に
つ
け
、
事こ
と

に
の
ぞ
み
て
、
む
な
し
く
過す

ぐ
し
が
た
く
な
ん
お
は
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り

て
、
近ち
か

く
さ
ぶ
ら
ひ
、
遠と
ほ

く
聞き

く
人
、
月
に
あ
ざ
け
り
、
風か
ぜ

に
あ
ざ
け
る
こ
と
絶た

え
ず
、
花は
な

を
も
て

あ
そ
び
、
鳥と
り

を
あ
は
れ
ば
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
つ
ゐ（
ひ
）に
お
ほ
む
遊あ
そ

び
の
あ
ま
り
に
、
敷し
き
し
ま島
の
大や
ま
と和

歌う
た

集あ
つ

め
さ
せ
給た
ま

ふ
こ
と
あ
り
。
拾
遺
集
に
入い

ら
ざ
る
中な
か

ご
ろ
の
を
か
し
き
言こ
と

の
葉は

、
藻も

塩し
を

草ぐ
さ

か
き
集あ
つ

む
べ
き
よ
し
を
な
む
あ
り
け
る
。

一

二

三

四

五

六

七

八

九

一
〇

一
一

一
二

一
三

一
四

一
五
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一 
白
河
天
皇
。
後
三
条
天
皇
の
皇
子
。
延
久
四
年（
一〇七二）

十
二
月
八
日
践
祚
。
本
集
の
下
命
者
で
作
者
で
も
あ
る
。

二 
四
方
の
海
の
内
。
海
内
。

三 

平
和
に
治
ま
っ
て
。「
海
」
の
縁
語
で
「
波
」
と
い
う
。

四 

古
代
中
国
で
全
土
を
九
つ
の
州
に
分
け
た
こ
と
か
ら
、

こ
こ
で
は
「
四
の
海
」
の
対
と
し
て
、
日
本
国
内
の
諸

国
を
い
う
。「
凡
四
海
之
内
九
州
」（
礼
記
・
王
制
）。

五 

帝
威
が
行
き
渡
っ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。「
み
つ
き
も

の
運
ぶ
船
瀬
の
か
け
は
し
に
駒
の
ひ
づ
め
の
音
ぞ
絶
え

せ
ぬ
」（
江
帥
集
・
承
保
元
年〔
一〇七四〕大
嘗
会
主
基
方
・
風

俗
歌
）。

六 

天
子
と
し
て
一
日
の
う
ち
に
執
り
行
う
べ
き
多
く
の
政

事
。「
万
機
」
を
和
ら
げ
て
「
よ
ろ
づ
の
こ
と
わ
ざ
」

と
言
っ
た
。「
兢
兢
業
業
、
一
日
二
日
万
幾
。
無
レ

曠
二

庶
官
一

」（
書
経
・
皐
陶
謨
）。

七 

四
季
の
風
物
を
春
秋
で
代
表
さ
せ
、
対
句
的
に
述
べ
た
。

古
今
集
・
仮
名
序
の
「
春
の
花
の
あ
し
た
、
秋
の
月
の

夜
ご
と
に
、
さ
ぶ
ら
ふ
人
々
を
召
し
て
、
事
に
つ
け
つ

つ
、
歌
を
奉
ら
し
め
給
ふ
」
に
倣
っ
た
行
文
。

八 

近
侍
す
る
臣
や
遠
い
地
方
で
帝
の
こ
と
を
聞
く
人
。

九 

月
や
風
に
対
し
て
勝
手
気
ま
ま
に
歌
を
口
ず
さ
む
こ
と

が
絶
え
な
い
。「
吟
レ

山
歌
レ

水
嘲
二

風
月
一、
便
是
三
年
官

満
時
」（
白
氏
文
集
・
巻
二
三
・
留
題
郡
斎
）。

一〇 

花
や
鳥
を
愛
玩
し
い
つ
く
し
ん
で
歌
を
詠
む
。「
月
に

あ
ざ
け
り
…
」
と
対
に
な
る
文
章
。

一一 

御
遊
。

一二 

和
歌
。「
敷
島
の
」
は
「
や
ま
と
」
に
か
か
る
枕
詞
。

一三 

拾
遺
和
歌
集
。
第
三
番
目
の
勅
撰
和
歌
集
。

一四 

少
し
以
前
の
す
ぐ
れ
た
和
歌
。
具
体
的
に
は
、
天
暦

（
九四七─九五七）の
末
年
以
降
を
さ
す
か
。

一五 

詠
草
。「
か
き
集
む
」
の
枕
詞
の
よ
う
に
用
い
た
。

「
も
し
ほ
草
か
き
集
め
た
る
絵
島
に
は
花
咲
く
春
ぞ
色

は
と
り
け
る
」（
定
頼
集
）、「
恨
み
わ
び
涙
絶
え
せ
ぬ
藻

塩
草
か
き
あ
つ
め
て
も
潮
垂
れ
ぞ
ま
す
」（
成
尋
阿
闍
梨

母
集
）。
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仰お
ほ

せ
を
う
け
た
ま
は
る
わ
れ
ら
、
朝あ
し
たに
み
こ
と
の
り
を
う
け
た
ま
は
り
、
夕ゆ
ふ

べ
に
の
べ
の
た
ぶ
こ

と
、
ま
こ
と
に
し
げ
し
。
こ
の
仰お
ほ

せ
、
心こ
ゝ
ろに

か
ゝ
り
て
思お
も

ひ
な
が
ら
、
年と
し

を
送お
く

る
こ
と
、
九こ
ゝ
のか

へ
り

の
春は
る
あ
き秋

に
な
り
に
け
り
。

　

い
ぬ
る
応
徳
の
は
じ
め
の
年と
し

の
夏な
つ

、
水み
な

無
月
の
二は

十つ

日か

あ
ま
り
の
こ
ろ
ほ
ひ
、
八や

座く
ら

の
官つ
か
さに

そ
な

は
り
て
、
い
つ
か
の
暇い
と
まも

妨さ
ま
たげ

な
し
。
そ
の
か
み
の
仰お
ほ

せ
を
老お
い

蘇そ

の
森も
り

に
思お
も

う
た
ま
へ
て
、
ち
り

〴
〵
に
な
る
言こ
と

の
葉は

か
き
出い

づ
る
中な
か

に
、
い
そ
の
か
み
古ふ

り
に
た
る
こ
と
は
、
拾
遺
集
に
載の

せ
て
一ひ
と

つ
も
の
こ
さ
ず
。
そ
の
ほ
か
の
歌う
た

、
秋あ
き

の
虫む
し

の
さ
せ
る
ふ
し
な
く
、
蘆あ
し

間ま

の
舟ふ
ね

の
さ
は
り
多お
ほ

か
れ
ど
、

中な
か

ご
ろ
よ
り
こ
の
か
た
、
今い
ま

に
い
た
る
ま
で
の
歌う
た

の
中な
か

に
、
と
り
も
て
あ
そ
ぶ
べ
き
も
あ
り
。
天
暦

の
末す
ゑ

よ
り
今け

日ふ

に
い
た
る
ま
で
、
世よ

は
十と

つ
ぎ
あ
ま
り
一ひ
と

つ
ぎ
、
年と
し

は
百も
ゝ

と
せ
あ
ま
り
三み
そ
ぢ十
に
な
ん

過す

ぎ
に
け
る
。
住す
み

吉よ
し

の
松
久ひ
さ

し
く
、
あ
ら
た
ま
の
年と
し

も
過す

ぎ
て
、
浜は
ま

の
ま
さ
ご
の
数か
ず

知し

ら
ぬ
ま
で
、

家い
へ

〳
〵
の
言こ
と

の
葉は

多お
ほ

く
つ
も
り
に
け
り
。
言こ
と

を
撰え
ら

ぶ
道み
ち

、
す
べ
ら
き
の
か
し
こ
き
し
わ
ざ
と
て
も
さ

一

二

三

四

五

六

七

八

九

一
〇

一
一

一
二

一
三

一
四

一
五

一
六

一
七

一
八

一
九

二
〇

二
一
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一 
私
。「
ら
」
は
卑
下
の
気
味
を
表
す
。
通
俊
の
こ
と
。

二 
朝
に
詔
勅
を
承
り
、
夕
に
こ
れ
を
宣
下
す
る
と
い
う
公

務
が
繁
多
で
あ
る
。

三 

九
年
に
な
っ
た
。
承
保
二
年（
一〇七五）九
月
に
勅
命
を
受

け
た
か
。「
承
保
之
比
、
予
為
二

侍
中
一、
季
秋
之
天
、
…

事
及
二

和
語
一

」（
目
録
序
）。

四 

去
る
応
徳
元
年（
一〇八四）六
月
二
十
日
余
り
。

五 

参
議
。
通
俊
の
任
参
議
は
同
年
六
月
二
十
三
日
。

六 

底
本
「
い
つ
し
か
の
」、
陽
明
為
本
「
い
つ
か
た
の
」、

太
山
寺
本
他
に
よ
る
。
顕
昭
の
後
拾
遺
抄
注
に
、
陰
陽

家
で
出
行
を
忌
む
道
虚
日（
ど
う
こ

に
ち

＝
毎
月
六
日
・
十
二
日
・

十
八
日
・
二
十
四
日
・
晦
日
を
い
う
）の
こ
と
か
と
い
う
。

七 

近
江
国
。「
老
い
の
身
に
」
の
意
で
い
う
か
。

八 

散
ら
ば
っ
て
い
る
歌
。「
森
」
と
「
葉
」
は
縁
語
。

九 

石
上
。
大
和
国
。「
古
り
に
た
る
」
の
枕
詞
。

一〇 「
さ
せ
る
」
を
導
く
句
。「
或
書
ニ
、
蛬（
き
り
ぎ

り
す

）ヲ
バ
、

サ
セ
ト
イ
フ
。
…
蛬
ヲ
秋
虫
ノ
サ
セ
ト
ツ
ヾ
ケ
テ
、
指

ト
云
詞
ニ
ソ
ヘ
タ
ル
也
。
是
秘
蔵
説
也
。
且
此
集
撰
者

礼
部
納
言
通
俊
卿
所
注
ノ
書
中
ニ
ミ
エ
タ
ル
事
也
」（
後

拾
遺
抄
注
）。

一一 「
さ
は
り
多
か
れ
ど
」
を
導
く
句
。「
湊
入
り
の
蘆
別

小
舟
障
り
多
み
吾
が
思
ふ
君
に
逢
は
ぬ
頃
か
も
」（
万
葉

集
十
一
・
作
者
未
詳
、
拾
遺
・
恋
四
・
柿
本
人
麻
呂
）。

一二 「
中
ご
ろ
」
は
余
り
遠
く
な
い
昔
を
さ
す
語
。

一三 

村
上
天
皇
の
年
号
。
九
四
七
─
九
五
七
年
。
村
上
天

皇
の
治
世
の
終
り
か
ら
今
上
天
皇
の
当
代
ま
で
の
意
。

一四 

時
代
は
村
上
・
冷
泉
・
円
融
・
花
山
・
一
条
・
三
条
・
後
一

条
・
後
朱
雀
・
後
冷
泉
・
後
三
条
・
今
上（
白
河
）の
十
一
代
。

一五 

年
数
は
一
三
〇
年
。
本
集
を
撰
進
し
た
応
徳
三
年
は

天
暦
十
年（
九五六）か
ら
一
三
〇
年
後
に
あ
た
る
。

一六 

住
吉
神
社
は
摂
津
国
。「
我
見
て
も
久
し
く
な
り
ぬ
住

の
江
の
岸
の
姫
松
幾
代
へ
ぬ
ら
ん
」（
古
今
・
雑
上
・
よ
み

人
し
ら
ず
）の
歌
な
ど
か
ら
、「
久
し
く
」
を
導
く
句
。

一七 「
年
」
の
枕
詞
。

一八 「
数
知
ら
ぬ
」
を
導
く
句
。「
あ
り
そ
海
の
浜
の
ま
さ

ご
と
頼
め
し
は
忘
る
る
こ
と
の
数
に
ぞ
あ
り
け
る
」（
古

今
・
恋
五
・
よ
み
人
し
ら
ず
）。

一九 
歌
人
達
が
詠
ん
だ
和
歌
の
集
。
家
集
。
詠
草
。

二〇 
撰
歌
の
方
針
と
し
て
。

二一 
天
皇
の
御
製
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
採
録
す
る
こ
と

を
避
け
な
い
。
白
河
天
皇
の
詠
は
七
首
載
っ
て
い
る
。
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ら
ず
、
誉ほ
ま

れ
を
と
る
時と
き

、
山
が
つ
の
い
や
し
き
言こ
と
ゝと
て
も
捨す

つ
る
こ
と
な
し
。
姿す
が
た

秋あ
き

の
月
の
ほ
が

ら
か
に
、
言こ
と

葉ば

春
の
花は
な

の
に
ほ
ひ
あ
る
を
ば
、
千
歌う
た

二ふ
た

百も
ゝ
ち

十と
を

あ
ま
り
八や

つ
を
撰え
ら

び
て
二は

十た

巻ま
き

と
せ

り
。
名な

づ
け
て
後
拾
遺
和
歌
抄
と
い
ふ
。

　

お
ほ
よ
そ
、
古
今
、
後
撰
二ふ
た

つ
の
集し
ふ

に
歌う
た

入い

り
た
る
と
も
が
ら
の
家い
へ

の
集し
ふ

を
ば
、
世よ

も
あ
が
り
、

人ひ
と

も
か
し
こ
く
て
、
難な
に

波は

江え

の
あ
し
よ
し
定さ
だ

め
む
こ
と
も
は
ゞ
か
り
あ
れ
ば
、
こ
れ
に
除の
ぞ

き
た
り
。

昔む
か
し、

梨な
し

壺つ
ぼ

の
五い
つ
ゝつ

の
人ひ
と
ゝと

い
ひ
て
、
歌う
た

に
巧た
く

み
な
る
者も
の

あ
り
。
い
は
ゆ
る
大
中
臣
能
宣
、
清
原
元
輔
、

源
順
、
紀
時
文
、
坂
上
望
城
等
、
こ
れ
な
り
。
さ
き
に
歌う
た

の
心
を
得え

て
、
呉く
れ

竹た
け

の
よ
ゝ
に
、
池い
け

水み
づ

の

言い

ひ
ふ
る
さ
れ
た
る
人ひ
と

な
り
。
こ
れ
ら
の
人ひ
と

の
歌う
た

を
先さ
き

と
し
て
、
今い
ま

の
世よ

の
こ
と
を
好こ
の

む
と
も
が
ら

に
至い
た

る
ま
で
、
目め

に
つ
き
、
心
に
か
な
ふ
を
ば
入い

れ
た
り
。
世よ

に
あ
る
人ひ
と

、
聞き

く
こ
と
を
か
し
こ
し

と
し
、
見み

る
こ
と
を
い
や
し
と
す
る
こ
と
わ
ざ
に
よ
り
て
、
近ち
か

き
世よ

の
歌う
た

に
心
を
と
ゞ
め
む
こ
と
、

か
た
く
な
む
あ
る
べ
き
。
し
か
は
あ
れ
ど
、
の
ち
見み

む
た
め
に
、
吉よ
し

野の

川が
は

よ
し
と
言い

ひ
流な
が

さ
む
人ひ
と

に
、

一

二

三

四

五

六

七

八九

一
〇

一
一

一
二

一
三

一
四

一
五

一
六

一
七

一
八

一
九

二
〇



15　　　序

一 
名
歌
の
誉
れ
を
取
っ
た
場
合
は
。

二 
身
分
の
低
い
者
の
歌
。「
不
レ

避
二

之
至
尊
一、
無
レ

嫌
二

之

疋
夫
一

」（
目
録
序
）。

三 

歌
の
姿
。
歌
の
風
体
。

四 「
秋
の
月
の
」
は
「
ほ
が
ら
か
に
」（
円
満
な
姿
の
歌
）を

導
く
句
。

五 

歌
の
表
現
。
措
辞
。

六 「
春
の
花
の
」
は
「
に
ほ
ひ
あ
る
」（
美
し
さ
が
あ
る
歌
）

を
導
く
句
。「
に
ほ
ひ
」
は
、
長
所
、
美
点
。

七 

一
二
一
八
首
。
本
集
奏
覧
本
の
歌
数
と
一
致
す
る
。

八 

拾
遺
抄
を
念
頭
に
お
い
て
、
正
式
な
書
名
と
し
た
か
。

九 

具
体
的
に
は
六
歌
仙
か
ら
古
今
集
撰
者
時
代
の
歌
人
達
。

一〇 

時
代
も
古
く
、
歌
人
も
高
名
で
。

一一 

摂
津
国
。
蘆
が
名
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
音
の

「
悪（
あ

）し
」
の
枕
詞
と
し
て
い
う
。

一二 

後
撰
和
歌
集
の
撰
者
達
。
同
集
が
撰
ば
れ
た
撰
和
歌

所
が
梨
壺（
内
裏
五
舎
の
一
、
昭
陽
舎
）に
置
か
れ
て
い

た
の
で
い
う
。

一三 

歌
の
真
髄
を
理
解
し
て
。

一四 

竹
に
は
節（
よ

）が
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
音
の
「
よ
ゝ

（
代
々
）」
の
枕
詞
。「
す
ぐ
れ
た
る
人
も
、
呉
竹
の

世
々
に
き
こ
え
、
片
糸
の
よ
り
よ
り
に
絶
え
ず
ぞ
あ
り

け
る
」（
古
今
・
仮
名
序
）。

一五 

池
に
は
「
楲
」（
い
ひ
。
池
の
水
を
流
す
た
め
地
中
に

埋
め
た
箱
）が
あ
る
の
で
、「
言
ひ
」
の
枕
詞
。「
池
水

の
言
ひ
出
づ
る
こ
と
の
か
た
け
れ
ば
水
ご
も
り
な
が
ら

年
ぞ
経
に
け
る
」（
後
撰
・
恋
四
・
藤
原
敦
忠
）。

一六 

風
流
を
好
む
手
合
い
。
和
歌
を
好
む
者
達
。

一七 

伝
え
聞
い
て
い
る
昔
を
貴
い
と
し
、
実
際
に
見
て
い

る
今
を
つ
ま
ら
な
い
と
す
る
の
が
常
で
あ
る
か
ら
。

「
世
咸
尊
レ

古
、
卑
レ

今
、
貴
レ

所
レ

聞
、
賤
レ

所
レ

見
」（
文

選
・
東
京
賦
・
薛
綜
注
所
引
桓
子
新
論
）、「
設
雖

レ

有
下

伝
二

此
道
一

者
上、
以
貴
レ

耳
賤
レ

目
、
偏
為
二

人
之
大

情
一

」（
能
因
集
・
序
）。「
貴
レ

耳
而
賤
レ

目
者
也
…
宜
其
陋

レ

今
而
栄
レ

古
矣
」（
文
選
・
東
京
賦
）、「
夫
貴
レ

耳
賤
レ

目
、

栄
古
陋
レ

今
、
人
之
大
情
也
」（
白
氏
文
集
・
春
四
五
・
与

元
九
書
）。

一八 
最
近
の
歌
に
関
心
を
抱
く
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

一九 
後
見
に
備
え
る
た
め
に
。

二〇 
大
和
国
。
同
音
の
「
よ
し
」
の
枕
詞
。「
吉
野
川
よ
し

や
人
こ
そ
つ
ら
か
ら
め
早
く
言
ひ
て
し
こ
と
は
忘
れ

じ
」（
古
今
・
恋
五
・
凡
河
内
躬
恒
）。
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近あ
ふ
み江
の
い
さ
ら
川が
は

い
さ
ゝ
か
に
こ
の
集し
ふ

を
撰え
ら

べ
り
。

　

こ
の
こ
と
、
今け

日ふ

に
は
じ
ま
れ
る
こ
と
に
あ
ら
ず
、
奈な

良ら

の
帝み
か
どは

万
葉
集
廿
巻
を
撰え
ら

び
て
、
常つ
ね

の

も
て
あ
そ
び
も
の
と
し
給た
ま

へ
り
。
か
の
集し
ふ

の
心
は
、
や
す
き
こ
と
を
隠か
く

し
、
か
た
き
こ
と
を
顕あ
ら

は
せ

り
。
そ
の
か
み
の
こ
と
、
今い
ま

の
世よ

に
か
な
は
ず
し
て
、
ま
ど
へ
る
者も
の
お
ほ多

し
。
延
喜
の
ひ
じ
り
の
帝み
か
どは

、

万
葉
集
の
ほ
か
の
歌う
た

廿
巻
を
撰え
ら

び
て
、
世よ

に
伝つ
た

へ
給た
ま

へ
り
。
い
は
ゆ
る
今い
ま

の
古
今
和
歌
集
こ
れ
な
り
。

村む
ら

上か
み

の
か
し
こ
き
御み

代よ

に
は
、
ま
た
古
今
和
歌
集
に
入い

ら
ざ
る
歌う
た

二は

十た

巻ま
き

を
撰え
ら

び
出い

で
てゝ

、
後
撰
集

と
名な

づ
く
。
又
、
花
山
法
王
は
先さ
き

の
二ふ
た

つ
の
集し
ふ

に
入い

ら
ざ
る
歌う
た

を
採と

り
拾ひ
ろ

ひ
て
、
拾
遺
集
と
名な

づ
け

給た
ま

へ
り
。
か
の
四よ

つ
の
集し
ふ

は
、
言こ
と

葉ば

ぬ
も
の
のゝ

ご
と
く
に
て
、
心こ
ゝ
ろ、
海う
み

よ
り
も
深ふ
か

し
。

　

こ
の
ほ
か
、
大
納
言
公
任
朝
臣
、
三み
そ
ぢ十
あ
ま
り
六む

つ
の
歌う
た

人
を
抜ぬ

き
出い

で
てゝ

、
か
れ
が
妙た
へ

な
る
歌う
た

、

百も
ゝ
ちあ
ま
り
五い
そ
ぢ十
を
書か

き
出い

だ
し
、
又
、
十と
を

あ
ま
り
五い
つ
ゝ
が番
ひ
の
歌う
た

を
合あ
は

せ
て
、
世よ

に
伝つ
た

へ
た
り
。
し
か

る
の
み
に
あ
ら
ず
。
や
ま
と
も
ろ
こ
し
の
を
か
し
き
こ
と
二ふ
た

巻ま
き

を
撰え
ら

び
て
、
物も
の

に
つ
け
、
事こ
と

に
よ
そ

一
二

三

四

五

六

七八

九

一
〇

一
一

一
二

一
三

一
四

一
五

一
六一

七

一
八
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一 「
逢
ふ
」
を
掛
け
、「
い
さ
ゝ
か
」
を
導
く
句
。
近
江
国
。

「
い
さ
や
川
」
を
「
い
さ
ら
川
」
と
も
言
っ
た
か
。「
犬

上
の
鳥
籠（
とこ

）の
山
に
あ
る
不
知
也（
い
さ
や

）川
い
さ
と
を

聞
こ
せ
わ
が
名
告（
の
）ら
す
な
」（
万
葉
集
十
一
・
作
者

未
詳
）。

二 

勅
撰
集
を
撰
集
す
る
こ
と
。

三 

目
録
序
に
「
平
城
天
子
、
修
二

万
葉
集
一

」
と
い
う
の
で
、

通
俊
自
身
は
平
城
天
皇
を
考
え
て
い
た
と
知
ら
れ
る
。

「
い
に
し
へ
よ
り
か
く
伝
は
る
う
ち
に
も
、
奈
良
の
御

時
よ
り
ぞ
広
ま
り
に
け
る
」（
古
今
・
仮
名
序
）。

四 

万
葉
集
は
勅
撰
集
で
あ
る
と
す
る
立
場
で
述
べ
る
。
藤

原
清
輔
の
袋
草
紙
、
顕
昭
の
万
葉
集
時
代
難
事
な
ど
、

こ
の
問
題
は
院
政
期
歌
学
で
も
し
ば
し
ば
論
じ
ら
れ
た
。

五 

万
葉
仮
名
に
よ
る
表
記
が
難
解
な
こ
と
を
い
う
か
。

六 

現
代
に
は
適
合
し
な
い
の
で
迷
っ
て
い
る
者
が
多
い
。

七 

醍
醐
天
皇
。

八 

最
初
の
勅
撰
和
歌
集
。

九 

村
上
天
皇
。

一〇 

後
撰
和
歌
集
。
第
二
番
目
の
勅
撰
和
歌
集
。

一一 

花
山
法
皇
。
そ
の
拾
遺
集
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

新
大
系
版
『
拾
遺
和
歌
集
』
解
説
参
照
。

一二 

拾
遺
和
歌
集
。
第
三
番
目
の
勅
撰
和
歌
集
。
後
拾
遺

抄
注
に
拾
遺
集
の
歌
の
誤
入
を
指
摘
す
る
。

一三 「
縫
ひ
物
」
で
、
刺
繍
の
意
で
い
う
か
。
後
拾
遺
抄
注

に
「
ヌ
モ
ノ
ハ
繍
也
。
ウ
ル
ハ
シ
ク
ハ
ヌ
モ
ノ
ト
ヨ
メ

リ
。
世
俗
ノ
詞
ニ
ヌ
ヒ
モ
ノ
ト
ハ
云
也
」
と
注
し
、
藤

原
教
長
が
後
拾
遺
集
を
書
写
し
た
際
、
脱
字
し
た
か
と
、

数
本
と
見
合
せ
た
が
、
す
べ
て
同
じ
で
あ
っ
た
、
顕
昭

は
院（
後
白
河
院
か
）の
下
問
に
、「
ヌ
モ
ノ
ヽ
詞
可
レ

然

之
由
注
進
」
し
た
と
記
す
。

一四 「
棹
さ
せ
ど
底
ひ
も
知
ら
ぬ
わ
た
つ
海
の
深
き
心
を
君

は
知
ら
な
ん
」（
古
今
六
帖
三
・
作
者
未
詳
）、「
わ
た
つ

海
の
深
き
心
は
あ
り
な
が
ら
恨
み
ら
れ
ぬ
る
も
の
に
ぞ

あ
り
け
る
」（
拾
遺
・
恋
五
・
よ
み
人
し
ら
ず
）。

一五 

藤
原
公
任
。

一六 

三
十
六
人
撰
の
こ
と
を
い
う
。
同
書
は
柿
本
人
麻
呂
・

紀
貫
之
な
ど
の
三
十
六
歌
仙
の
秀
歌
選
。

一七 
十
五
番
歌
合
。
古
今
・
後
撰
時
代
の
歌
人
を
中
心
と
す

る
前
十
五
番
歌
合
と
拾
遺
集
時
代
の
歌
人
を
作
者
と
す

る
後
十
五
番
歌
合
が
あ
る
。
後
十
五
番
歌
合
は
公
任
撰

を
疑
う
説
も
あ
る
。

一八 

和
漢
朗
詠
集
。
二
巻
。
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へ
て
、
人ひ
と

の
心こ
ゝ
ろを
ゆ
か
さ
し
む
。
又
、
九こ
ゝ
の
し
な
品
の
大や
ま
と和
歌う
た

を
撰え
ら

び
て
、
人
に
さ
と
し
、
わ
が
心こ
ゝ
ろに
か
な

へ
る
歌う
た

一ひ
と

巻ま
き

を
集あ
つ

め
て
、
深ふ
か

き
窓ま
ど

に
か
く
す
集し
ふ

と
い
へ
り
。
今い
ま

も
古い
に
しへ

も
す
ぐ
れ
た
る
中な
か

に
す
ぐ
れ

た
る
歌う
た

を
書か

き
出い

だ
し
て
、
こ
が
ね
玉た
ま

の
集し
ふ

と
な
む
名な

づ
け
た
る
。
そ
の
言こ
と

葉ば

名な

に
あ
ら
は
れ
て
、

そ
の
歌う
た

な
さ
け
多お
ほ

し
。
お
ほ
よ
そ
こ
の
六む

く
さ
の
集し
ふ

は
、
か
し
こ
き
も
い
や
し
き
も
、
知し

れ
る
も
知し

ら
ざ
る
も
、
玉た
ま

く
し
げ
あ
け
く
れ
の
心
を
や
る
な
か
だ
ち
と
せ
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。

　

又
、
近ち
か

く
能
因
法
師
と
い
ふ
者も
の

あ
り
。
心
、
花は
な

の
山
の
跡あ
と

を
願ね
が

ひ
て
、
こ
と〔
の
〕は
、
人ひ
と

に
知し

ら

れ
た
り
。
わ
が
世よ

に
逢あ

ひ
と
し
逢あ

ひ
た
る
人ひ
と

の
歌う
た

を
撰え
ら

び
て
、
玄
〻
集
と
名な

づ
け
た
り
。
こ
れ
ら
の

集し
ふ

に
入い

り
た
る
歌う
た

は
、
海あ

ま人
の
栲た
く

縄な
は

く
り
返か
へ

し
、
同お
な

じ
こ
と
を
抜ぬ

き
出い

づ
べ
き
に
も
あ
ら
ざ
れ
ば
、

こ
の
集し
ふ

に
載の

す
る
こ
と
な
し
。

　

ま
た
、
う
る
わ（
は
）し
き
花は
な

の
集し
ふ

と
い
ひ
、
あ
し
ひ
き
の
山
伏ぶ
し

が
し
わ
ざ
と
名な

づ
け
、
う
ゑ
樹き

の
下も
と

の

集
と
言い

ひ
集あ
つ

め
て
、
言こ
と

の
葉は

い
や
し
く
、
姿
す
が
た
ゝだ
び
た
る
も
の
あ
り
。
こ
れ
ら
の
た
ぐ
ひ
は
誰た
れ

が
し
わ

一

二

三

四
五

六

七

八

九

一
〇

一
一

一
二

一
三

一
四

一
五

一
六

一
七

一
八

一
九
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